
 

 

 
HIV  

  ( )  
 

MSM HIV/STIs  

innovative  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

156



 

 

A.  

 
B.  

157



 

 

 
C.  

 

24.8
37.5 38.7

 
  

168

 

  

237
58.1 104 25.5

17 4.2

79.7
16.2

18.9  
  

83.9 B
81.4

40.7 40.7
9  

  

88.7

55.5
98 24.6

10  

158



 

 

  

D.  

88.7
55.5

E.  
 

159



 

 

F.  
. HIV

. 11. 32
. 2018 12

4  .  
 
G.  

 

160



図２ リピーターの年次推移、月別推移   

月 回数 予約数 
（人） 

受験者数 
（人） 

リピーター数 
（人） （％） 

2016年度 12 183 153 38 （24.8％） 

2017年度 10 159 144 54 （37.5％） 

2018年度 
（1月まで） 

9 135 111 43 （38.7％） 

計 31 477 408 135 （33.1％） 

（１） リピーターの推移（2016年度〜2018年度） 

年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計 

2016年度 --- 2 1 6 3 1 4 5 3 6 3 4 38 

2017年度 --- 3 9 4 2 --- 10 6 4 8 5 3 54 

2018年度 2 5 5 5 5 --- 5 3 6 7 --- --- 43 

（２） 月別リピーターの推移（ 2016年度〜2018年度） 

＊IDカードにより確認することができたリピーター数を示す。 

図１ 年度別受験者数と検査結果   

年度 回数 予約数 
（人） 

受験者数 
（人） 

リピー
ター 
（人） 

自己採
血 

（人） 

HIV(+) TPHA(+) HBsAg(+) 

2016 12 183 153 38 1 11 

2017 10 159 144 54 26 1 24 2 

2018 9 135 111 43 72 14 

合計 31 477 408 135 98 2 
(0.5%) 

49 
(12.0%) 

2 
(0.5%) 
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図４ 前回の受検施設   

N＝97 

SHIP 
45.9% 

イベント 
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0.5% 

南新宿検査
場 

8.5% 

病院 
6.3% 

保健所 
24.6% 

未記入 
0.3% 

図３ HIV受検歴   

[分類名] 
10.1% 

受検歴あり 
89.7% 

未記入 
0.2% 
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図６ 居住地構成   

横浜 
42.6% 
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東京 
22.8% 

千葉 
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1.5% 

未記入 
0.5% 

図５ 年齢別構成   
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図８ 気になる性的接触の相手との関係と 
   コンドーム利用状況 

しなかった 使った 使わなかった 未記入 合計 

オーラル 20 （4.9%） 18 （4.4%） 325 （79.7%） 45 （11.0%） 408（100%） 

アナル（ウケ） 197 （48.3%） 87 （21.3%） 66 （16.2%） 58 （14.2%） 408（100%） 

アナル（タチ） 143 （35.0%） 128 （31.4%） 77 （18.9%） 60 （14.7%） 408（100%） 

（２） 気になる性的接触のコンドーム利用状況 

いつもの相手 初めての相手 風俗業 未記入 合計 

104 （25.5%） 237 （58.1%） 17 （4.2%） 50 （12.3%） 408 （100%） 

（１） 気になる性的接触の相手との関係 

図７ MSM割合と受検動機 

人数 （％） 

MSM 379 92.9％ 

非MSM 1 0.2％ 

未記入 28 6.9％ 

計 408 100％ 

(1) MSM割合 

性的接

触 
54.4% 

念のため 
40.0% 

症状が

出た 
2.7% 

針刺し 
0.2% 

その他 
2.5% 

未記入 
0.2% 
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図10 満足度調査 

項目 人数 （％） 

得られた 353 88.7% 

得られなかった  6 1.5% 

(空白) 39 9.8% 

項目 人数 （％） 

すすめる 221 55.5% 

話してみたい 98 24.6% 

わからない 44 11.1% 

話す気はない 16 4.0% 

すでに受けている 12 3.0% 

(空白) 7 1.8% 

(1) 役に立つ知識を得られましたか？ 

(2) 知人・友達にこのSTD検査をすすめたいと思いますか？ 

（回答者数 398人） 

（回答者数 398人） 

図９ 当検査を選んだ理由（複数回答） 

（回答者数 398人） 

選んだ理由 人数 （％） 

直ぐに結果が分かるから 334 83.9% 

梅毒・Ｂ型肝炎も受けられる 324 81.4% 

ゲイ専用なので 162 40.7% 

場所が近いから 162 40.7% 

曜日と時間帯が受けやすい 115 28.9% 

前に受けたから 102 25.6% 

他の検査場が分からない 2 0.5% 
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【目的】 自己採血によるHIV即日検査の 
      導入の可能性を明らかにする 
【セッティング・リクルート】 
  NPO法人SHIP HIV即日検査相談会 
 同意の得られた受検者（MSM） 

【評価】 検査精度、受検者の満足度 等 

【研究期間】 〜2019年3月31日 
【目標サンプル数】 100人 

研究の概要 

2019年2月5日 
「ＨＩＶ検査受検勧奨に関する研究」班 

平成30年度 第2回 班会議 
 
 

院長 井戸田 一朗   看護師 鈴木節子 
しらかば診療所 

自己採血によるHIV即日検査 
導入に関する研究 
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2018年１月より開始（計12回） 
 

 

参加者数 と 推移 

全体 参加人数 
第1回 14 8 
第2回 14 11 
第3回 10 7 
第4回 10 8 
第5回 12 9 
第6回 12 5 
第７回 １４ ９ 
第８回 １４ １０ 
第９回 １４ １０ 
第１０回 １１ ８ 
第１１回 １４ ５ 
第１２回 １１ ５ 
合計 １５０ ９５ 

研究参加者：95名 

参加率：6３％ 
 

>>目標参加人数100人に達する見込み 

57% 

79% 
70% 

80% 75% 

42% 

64% 
71% 71% 73% 

36% 
45% 

13 

研究実施の流れ 
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【属性】 全員MSM 

 

 
 
【自己採血の難易度】 
 
 
 
 
 
 

アンケート結果① 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 

0 22 34 30 9 0 
0% 23% 36% 32% 9% 0% 

簡単 説明を 
受けたので 

少し難しい
が何とか 

血が 
出にくい その他 

43 29 6 16 1 
45% 31% 6% 17% 1% 

※63％が10〜3月 

９５名が   静脈採血（HIV,梅毒,HB）   を実施。 
                自己採血(HIVのみ) 

 
 
 
 
  >>静脈採血と自己採血における 
     検査結果の乖離なし  
   

検査結果 

陽性 陰性 

静脈採血 0 95 

自己採血 0 95 
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【自由記載コメント】 
・手軽なので受検のハードルが低くなると思う。 
・手軽だが、医療者に採血してもらう方が信用できる。 
・血液を管に入れる時に結局サポートが必要なら、 
通常採血で良い。 

・出てきた血液は空気に触れるが清潔面的にOKか？ 
・自分以外の血液を検査できる危険性を感じた。 

・有料検査だとしたら安価な方を選びたい。 
・HIV以外にも肝炎・梅毒もこのキットで検査できれば
静脈採血よりもいいと思う。  

 
 

アンケート結果③ 

【HIV即日検査について】 複数回答可 

 

 
 
【自己採血 vs 静脈採血】 
 
 
 
 
 
 

アンケート結果② 

精神的
負担が
少ない 

信用 
できる 

信用できる
か心配 

静脈採血
が安心 

その
他 

43 13 22 37 20 

自己採血 静脈採血 回答なし 

26 63 2 

27% 66% 6% 

・簡単、普及しやすそう 
・血液の量が少なくて良い 
・思ったより痛かった 
・医療者がいるならお願いしたい 

>>簡単で負担も少ない。 
しかし、より安心を求める

傾向。 
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• NPOのスタッフ(非医療者)が被験者に針を刺
すと、医行為に抵触 

• ・被験者自身が穿刺し自己採血するのは、非
医行為 

• ・体外に出た血液をキャピラリーで採取する際
に他者が補助するのは、非医行為 

• 結果：被験者自らがランセットで自己採血する
のであれば医行為の規制には抵触しない 
 

課題１.自己採血は医行為の規
制に抵触するか 

参加者数の確保 
目標：１00名 

参加者：95名 
  (総受検者：150名、 参加率：63％) 
 

   >>達成率 95％ 
 

【不参加の理由】 
1. リピーター（すでに参加済） 
  →即日検査受検者自体を増やす。 
2. 怖い 
  →一定数いるのは想定内。説明内容の改善。 

 
 

57% 

79% 
70% 

80% 75% 

42% 

64% 
71% 71% 73% 

36% 
45% 
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• 医薬品は医療・検査機関内での使用が求めら
れる 

• ・巡回診療では、公共の会議室なども診療の
場として認められる 

• 結果：非巡回診療の場で診断用医薬品である
ダイナスクリーンを使用するのは困難である 
 

課題３.医療・検査機関外での 
ダイナスクリーンの使用は可能か 

• ダイナスクリーンはPMDAで承認された体外診
断薬（診断用医薬品）であるため、NPOは入手
できない 

• 販売業の許可がなければ医薬品の授与はで
きない 

• 結果：医師の診療以外の使用を目的として診
断用医薬品であるダイナスクリーンをNPOが
入手すること、また医師から授与してもらうこと
は薬機法違反となる 
 

課題２.非医療従事者が使用することを目
的にダイナスクリーンを入手することは可
能か 
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• 2020年度診療報酬改定に遠隔診療加算を組
み込まれる予定（2018年4月に法改正？） 

• 巡回診療の範疇で、遠隔診療の実施が可能
か、法改正を待ち、笹川弁護士による調査を
継続 
 

今後について 
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